
会議開催費助成公募 

応募要項 (2022年 3月改訂版) 

 

一般財団法人 中辻創智社 

 

1. 趣旨 

自然環境と調和した科学技術及び社会の健全な発展には、多種多様な基礎

研究を広く守り、多彩な方向へ学術や科学が発展できるための土壌を醸成

し、将来の担い手となる若手を育成することが重要と考えます。これに資

するため、文系・理系を問わず、十分な運営資金を獲得できず開催が困難

な状況にある会議、大学院生や若手研究者への直接的な支援、公的資金の

補完、に重点を置き、会議開催費助成公募を実施します。 

 

2. 対象者 

日本の大学、研究機関、教育機関、学術研究団体に所属する者で、シンポ

ジウムや学術集会、勉強会の主催を計画する者（大学生・大学院生を含

む）。 

ただし、当財団の理事・監事・評議員及び選考委員の者並びにその三親等

内の親族である者は対象外とします。 

 

3. 助成対象 

文系及び理系の学術分野。 

公的資金や企業協賛を十分獲得できず運営資金に困窮している会議、大学

院生や若手研究者への旅費や参加費支給等直接的な支援、公的資金の補

完、に重点を置き、会議の運営に必要な経費を幅広く助成します。 

営利目的の会議は対象外とします。 

 

4. 対象会議と形式 

単一のシンポジウム・学術集会・勉強会、及び定期開催の勉強会・セミナ

ー（「8. クラスター申請について」をご参照ください）。 

対面形式、対面とウェブ開催併用の形式、ウェブ開催の形式。 

 

 



5. 募集件数と予算額 

１件あたり 50万円、もしくは 50万円を上限とする任意の額で、年間 10件

程度の募集。 

申請件数や申請内容により、減額採択を行うことがあります。 

 

6. 公募期間と選考方法 

申請は、開催まで１年未満の会議について、随時受け付けます。 

審査会は年３回で、各審査会に対する申請受理の締切は下記の通りです。 

 

１月初日〜４月末日に受理した申請 -> ５月の審査会にて審議 

                 -> ５月末日までに採否を通知 

 

５月初日〜８月末日に受理した申請 -> ９月の審査会にて審議 

                 -> ９月末日までに採否を通知 

 

９月初日〜１２月末日に受理した申請 -> １月の審査会にて審議 

                    -> １月末日までに採否を通知 

 

各審査会で審議する申請件数に応じて、採択率が 30%程度になるよう採択

件数と予算配分を決定し、研究奨励選考委員による合議にて採択を決定し

ます。 

選考結果の通知は採否によらず、該当の審査会月に申請担当者へ電子メー

ルにて行います。 

 

7. 助成期間 

採択後から会議終了まで。定期開催の会議（クラスター）については申請

年度内の任意の期間（1年以内） 

 

8. クラスター申請について 

多くの会議開催費は単一のシンポジウムや勉強会への集中的な助成であ

り、数カ月以上の長期に渡り定期的に開催される勉強会やセミナーは現状

では支援が手薄なため、クラスター申請も助成対象とします。 

 



・ クラスター毎に全体的なテーマや目的を設定し、「xxxxの勉強会シリー

ズ」「xxxxのセミナーシリーズ」として申請してください。 

・ ひとつのクラスターから年間１回の申請を受け付けます。 

・ クラスター期間は最短１ヶ月とし、年度内で任意に設定してください。 

・ 申請額の上限は通常の会議開催費と同様に 50万円で、クラスター期間

内を通じて使用可能です。 

・ 年度内に限り延長を認める事があります。 

・ 対象者、助成対象、会議の形式は通常の会議開催費助成と同様です。 

・ 申請及び選考は通常の会議開催費助成と同様です。 

・ 申請書はクラスター申請専用のフォーマットをウェブページからダウン

ロードしご使用ください。 

・ 採択後の送金方法や領収書の取り扱い、報告書フォーマット及び提出方

法、その他留意点は通常の会議開催費と同様です。 

 

9. 申請手続き 

会議開催費助成申請書フォーマットを当財団ウェブページからダウンロー

ドし申請書を作成してください（https://nakatsuji-ff.org/offering/kaigi/）。 

クラスター申請は、クラスター専用の申請書をご使用ください。 

作成した申請書の PDFファイル名を「会議開催費助成申請書_申請者名」

とし、下記メールアドレスへ添付書類としてお送り下さい。 

 

メールアドレス：info@nakatsuji-ff.org 

    

申請受理の連絡は、申請担当者あてに電子メールで行います。 

  2~3日たっても受理のメールが来ない場合、その旨お問い合わせくださ 

い。 

   

10. 採択後の送金方法 

(A) 申請担当者もしくは主催責任者を指名した寄附金または助成金として

大学等の研究機関へ送金します。助成金の受け入れ及び執行について

は「会議開催費助成金事務処理要領 A」をご参照ください。 

 

https://nakatsuji-ff.org/offering/kaigi/
mailto:info@nakatsuji-ff.org


(B) 会議実行委員会・勉強会名義の口座へ送金します（個人名義の口座へ

は送金できませんのでご注意ください）。 

   

11. 報告書の提出 

(A) 大学等の研究機関へ送金した場合： 

・ 当該機関の会計システムより支出項目リスト（様式任意）をプリントア

ウトし、所定の会議開催費助成報告書フォーマット(A)に添付してご提出

ください。 

・ 会議プログラムもしくは会議ホームページの URLをご提出ください。 

 

(B) 会議実行委員会・勉強会名義の口座へ送金した場合： 

・ 所定の会議開催費助成報告書フォーマット(B)へ主催責任者もしくは会計

責任者の署名押印を受けたものをご提出ください。 

・ 領収書、計算書、収支帳簿の提出は不要ですが、必ず保管してくださ

い。当財団から照会する事があります。 

ただし、１点の支払いが５万円以上のものについては領収書原本のご提

出をお願いします。 

  ・ 会議プログラムもしくは会議ホームページの URLをご提出ください。 

 

  (A)(B)ともに会議終了後（助成期間終了後）２ヶ月以内に必要書類を下記ま

でご提出ください。 

PDF送付先：info@nakatsuji-ff.org 

原本郵送先：〒604-0983 

           京都府京都市中京区麩屋町通夷川上る笹屋町４５９番地 

      YOビルヂング２０１号室 

      一般財団法人 中辻創智社 

 

12. その他の留意点 

・ 助成した会議について、会議名や主催者等の概要を当財団ウェブページ

にて公開いたします。 

・ 新型コロナウイルス影響への対応はウェブページをご参照ください。 

・ 残金が発生した場合は当財団までご返金ください。 

mailto:info@nakatsuji-ff.org


・ 当助成金は間接経費・管理費の支払いを想定していません。詳しくは

「会議開催費助成金事務処理要領 A」をご参照ください。 

・ 申請の予算費目や会議の種類について特に制限は設けていませんが、直

接的な若手支援を優先しています。 

・ 経済的に余裕がある人物（大学教授などのシニアポスト等）への旅費・

謝金等については優先度を低く位置付けています。 

・ 故意の不適正な使用が判明した場合は全額の返還請求を行います。また

同団体については、当財団助成事業への以後の申請を禁止します。 

 

 

 

 

 

 

 


